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サウジアラビア日本語教育の現地化・自立化 
          

キングサウード大学 
佐藤 修                         

 
サウジアラビアは豊富な石油埋蔵量を誇るエネルギー大国で、日本にとって輸入原油のおよそ 4

割を占める最大の原油供給国です。ここでは、サウジアラビアの日本語教育の現在について 3 点紹
介したいと思います。 
 
サウジアラビアへの専門家派遣開始 30周年 
日本とサウジアラビアの交流は当初、日本のエネルギー政策の観点から経済面での交流が主流で

したが、両国関係の深化に伴い、交流の多様化を図り、文化交流も積極的に進めるべきであるとの
認識が両国で共有された結果、その一環としてキングサウード大学にて日本語講座が開設されるこ
とになりました。 

1993 年 8 月に国際交流基金からキングサウード大学への専門家派遣が開始されて準備が進めら
れ、日本語教育が始まったのが 1994 年のことでしたので、2023年 8 月に専門家派遣開始 30 周年
を迎えました。2024年 8 月にはサウジアラビアの日本語教育開始 30 周年になります。 
立ち上げの時からこれまでサウジアラビアの日本語教育を担ってくださっているのは、エジプト

のカイロ大学出身の先生方です。歴代の日本語専門家たちがそのサポートをしながら少しずつ、着
実に積み重ねてきた成果が「サウジ人教員の誕生」という形で結実しつつあります。なお、カイロ
大学とキングサウード大学の繋がりについては国際交流基金 50 周年記念サイトの「カイロ大学か
ら花開いた中東の日本語教育」の方もご参照ください。 

 エジプト人教員からサウジ人教員への引き
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日本に留学していたサウジ人教員たちの本帰国 
キングサウード大学では日本語を専攻した卒業生の中からサウジ人助手が 3 名採用されて、学位

取得のため日本留学に出ていっていました。（サウジ人教師の育成については 2019 年度のレポー
トにもあります。） 
昨年 2023 年 3 月に、日本に留学していたサウジ人助手が博士号学位を取得して本帰国し、キン

グサウード大学の正式な教員になりました。そして数ヶ月で助教（Assistant Professor）に昇格し
ています。今年 2024年にはもう一名が本帰国し、日本語教員数がさらに増えます。 
かつて、2010 年頃などは何年も日本語専攻学生の受け入れができずに日本語コースの存続が危

ぶまれるほど学生数が少なくなったり、教員数も 1 名だけになったりと大変な時期もありました。
しかし、今後、サウジ人教員が学内で確固たる地位を得て人数も増やしていければ、キングサウー
ド大学における日本語教育は安定しますし、さらにサウジアラビア全体の日本語教育の発展にも繋
がっていくことも期待できます。 

 

 
MEXT留学経験者たちの報告会 
日本語専攻学生の中には、将来日本語教育に携わりたいと願う学生が何人もいます。それは成績

優秀者が選ばれやすい、文部科学省（MEXT）国費外国人留学生制度を利用した学生に特に多くな
ります。助手に採用された方たちも、在学時に同制度で留学していました。ここで、2022 年度に
一年間、日本各地の大学に留学した 3 名が帰国してから報告会を行ったときのことを取り上げたい
と思います。 
報告会では様々な話が出ましたが、特に、勉学に苦労したこと、そのおかげで日本語能力が伸び

たこと、忙しかったがゆえに時間を無駄にせず、効果的に使えるようになったこと、ゴミ捨てのマ
ナーが良くなったことなど、各自の精神的な成長や変化がうかがえる報告が印象的でした。 

日本留学の経験を報告 
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留学中や帰国後に受験した日本語能力試験で 3 名とも N1 レベル（最上級）か N2 レベルに合格
しましたので日本語能力面での向上があったことももちろん素晴らしいのですが、日本留学中に、
生活を楽しむだけでなく苦労したり大変な思いも経験したりすることで各自が自分なりに異文化
理解を深められた様子こそ、送り出した側として嬉しいことでした。 
 
最後に 
サウジアラビアでは、石油依存体質からの脱却と産業の多角化を目指して「サウジ・ビジョン

2030」が発表され、近年急速に経済、文化、教育などの多くの分野において改革が進められ、社
会が大きく変化しています。そのため、具体的な教育政策が発表されるなどすれば、外国語教育も
一気に進むのではないかと期待できる状況です。その際にはキングサウード大学のサウジ人教員た
ちがサウジアラビアの日本語教育の中心になっていくことでしょう。そうした未来を想像しながら、
残りの任期中精一杯、日本語専門家としてできることをしていきたいと考えています。 

 
以上 

 
リンク 1「カイロ大学から花開いた中東の日本語教育」 
https://jf50.jpf.go.jp/story/japanese-language-education-blossoming-in-the-middle-east-fro
m-cairo-university/  
リンク 2「2019 年度のレポート」 
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/teach/dispatch/voice/voice/chukintou/saudi/2019/
report01.html 
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